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結合部位の違いによって 3R と 4R の 2 グループに分かれ、微小管に結合した際の突出
部位の違いにより 0N, 1N, 2N の 3 グループに分かれる。疾患により、脳脊髄液内のタ
ウタンパク質はこれらの総タウタンパク質量が増加し、過リン酸化したタウタンパク





















を検出できることを野生型の 2N4R と変異型の V337M を用いて示している。この結果
を参考に他のアイソフォームと変異体についても評価し、3R タウタンパク質の場合 4R
タウタンパク質に比べ微小管の付着率、数密度、速度いずれの指標も有意に大きくな




















ク質の検出が 5 分でおこなえることを確認した後、3R タウタンパク質と 4R タウタン
パク質の比、変異体の違い、検出限界について調べている。具体的には、3R が 4R の 3
倍以上存在する場合を検出できることを示し、変異体については第 2 章よりも感度が
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